保育園の自己評価について　　　30年度　３月
保育所保育指針第4章、「保育所は保育の質の向上を図る為、保育の計画の展開や保育士等の自己評価結果を踏まえ、当該保育所の保育の内容等について自ら評価を行い、その結果を公表するよう努めなければならない」　　　　　　　　　　　　　　　　　　そこで、当園では、年4回の保育士等の自己評価を実施し、その結果に基づいて、当園の保育園の自己評価を年に2回実施いたします。
１　保育士に求められる倫理観と人間性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊（）内評価
　①　保育士一人一人が自己評価を行い、その問題解決のために向上心を持って取り組んでいる。（３）
　②　子どもの最善の利益を考慮し、人権に考慮した保育の大切さを伝えている。　　　　　　（３）
２　保育目標
　①　園の保育理念、保育方針、保育目標が確認されている。　　　　　　　　　　（３）
　②　子どもの実態を把握して、保育目標の設定や共通理解が図られている。　　　（2.5）
③　保育目標達成のための取り組みを、各クラスにおいて実践している。　　　　（３）
　④　目標達成のための取り組みを評価して、次年度に生かして改善している。　　（３）
３　保育の計画と指導

　①　保育指針に示されたねらい及び内容が、達成されるような保育課程や指導計画になっている。（３）
　②　指導計画に基づいて、一貫性と柔軟性を尊重した保育をしている。　　　（2.5）
　③　子どもの発達に必要な経験が得られるような環境が構成されている。　　（３）
　④　職員間で「子ども理解」を深め、適切な指導をしている。　　　　　　　（３）
　⑤　子どもの実態に応じて、直接的、具体的な体験活動をしている。　　　　（３）
⑥　食について保育士と栄養士が意見交換の場を持ち、子どもと一緒に季節に応じた食育活動を行っている。（３）　　　　　　　　　　　
４　経営組織・研修の充実

　①　園長・主任の園務分掌の内容がはっきりしており、自分の仕事に責任をもって行っている。　（2.7）
　②　個を大切にし、豊かな集団の育成をめざしたクラス経営を進めるとともに、各クラスの連携が
円滑に行われている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）
　③　危機管理意識を持ち、緊急時に対応できる体制を整えている。　　　　　　　　　　　　　　　（３）

④　研修に前向きに取り組み、成果を実践に生かしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）
　⑤　園内外の研修は、計画的に実施している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）
５　管理と運用
　①　子どもの個人記録等は、個人情報保護法に基づいて管理している。　（３）
　②　職員に守秘義務を周知徹底している。　　　　　　　　　　　　　　（３）
　③　帳簿類が適切に記載され、整理保管されている。　　　　　　　　　（３）
　④　定期的に施設設備・遊具等（毎月）の安全点検をしている。　　　　（３）
　⑤　園運営が円滑に行われるよう適切に予算を執行している。　　　　　（３）
６　地域に根ざした保育園

　①　小学校と連携し、交流する機会を持っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）
　②　人材・施設・情報等の交流を通して、地域社会に開かれたものとなっている。　　　　（３）
　③　子どもの心身の発達や育児不安等について、気軽に相談できるように配慮している。　（３）
　④　園生活の子どもの様子を保護者や地域社会に伝えている。　　　　　　　　　　　　　（2.5）
※　評価・・・次の基準によって、評価欄に３・２・１と記入する。

　　　３・・・おおむね達成している。

　　　２・・・具体的に実施しているが成果がでてきていない。

　　　１・・・具体的に実施していないため、成果もでてきていない。

※　評価時期は、保育士の自己評価をうけて、9月と3月に記載する。　　　　令和元年6月
